
平成 30 年度 第 1 回瑞浪市学校給食センター運営委員会 会議録 

開催日時：平成 30 年 6 月 27 日 13：00～ 

開催場所：瑞浪市学校給食センター 

【会議録】 

会議の成立 

 委員総数 9 名、出席者 6 名  運営委員会規則第 6 条第 2 項の規定により、会議は成立。 

  出席委員：平林道博、藤井雅明、伊藤慶和、ヒッチングス久美子、藤原あづさ、奥村勝彦 

  欠席委員：豊田桃三、山田秀樹、佐々木貴浩 

会議の公開 

 傍聴者なし 

次第に従い運営委員会進行 

１ 教育長あいさつ 

２ 自己紹介 

３ 役員選出  

  事務局（案）にて決定 

   委員長 藤井雅明    副委員長 伊藤慶和 

   監査委員 ヒッチングス久美子 藤原あづさ 

４ 委員長あいさつ 

５ 議事 第 1 号議案「平成 29 年度瑞浪市学校給食会計決算の認定につて 

 事務局：「平成 29 年度給食会計決算書」にて説明 

 ・質疑 

   委 員：未納者が毎年何人かいるようだが、理由と対策について 

   事務局：家庭の経済事情などで支払えない方もいます。 

       その都度、学校が中心となり保護者に連絡し、支払の催促をしています。 

   委 員：未納者をなしにする具体的な対策はないか。 

   事務局：児童手当支払い時に、社会福祉課に協力していただき、児童手当支払い時に、納付

していただくようはたらきかけています。 

   委 員：学校でも、保護者と接触し、お支払いをお願いしているが、転校したり卒業したり

すれば、そこで終わってしまうのが現状であり、課題となっています。 

   事務局：税のように、支払いがない場合は、督促や催告を行ったり、債権等を差し押さえた

りする制度がないため、私たちも大変苦慮しています。 

       古いものは、税であれば、時効による欠損という方法をとっています。給食費も 

同じようにできるのであればとそのようにしたいと思っていますが、それが妥当で

あるかどうか少し時間をください。 

   委 員：それでは、未納者を減らすように努力をお願いします。 

 ・認定 

   委員から「異議なし。」の発言があり、「平成 29 年度給食会計決算」は、認定された。 

６ 報告事項 

  (1) 給食調理及び食器洗浄業務の民間委託について 

  (2) 平成 29 年度地元生産野菜使用状況 



  (3) アレルギー調査の報告について 

 事務局：(1)から(3)までを一括説明後、質疑、応答 

   委 員：除去食の今後の対応はどのようになりますか。 

   事務局：現施設では、現在の対応しかとれません。今後、除去食専用の施設を増設するか、

除去食も対応できる新たな施設を作るしかありません。これらのことを実現するに

は、それ相当の予算が必要となります。 

委 員：牛乳アレルギーの子どもたちの代替飲料は、お茶となっているが、「苦い」などの意

見は、ありませんか。また、なぜお茶なのか、「水」という手段はありませんか。教

えてください。 

   事務局：「苦い」などの意見は、いただいていません。また、代替飲料としてのお茶はかなり

以前からとなっています。その他の代替飲料については、牛乳の仕入れ先業者が、

お茶なら配送できるということを聞いており、それに従っていると思います。 

   委 員：嫌いだからアレルギーとしていることはありませんか。 

   事務局：基本的にアレルギー調査は、学校で行っている。子どもたちを信じています。 

委 員：64 品目のアレルギー食品があるが、最近増えてきたとか、或いは減ってきている食

品は、ありますか。 

   事務局：過去と比べ、大きな変化はありません。依然として卵は、トップです。ただ、小学

生の時は、食べられなかったのが、中学生になって食べられるようになったお子さ

んもいるときいています。 

  (4) その他 

・「平成 30 年度給食センターの方針と重点について」 

・「平成 30 年度給食内容・給食指導及び食に関する指導方針について」を説明 

 事務局：説明後、質疑、応答 

   委 員：平成 30 年度は、栄養教諭の学校訪問を 29 年度より増やしており、よろしくお願い

します。31 年度から、中学校数が減ることから、一層の学校訪問の充実を考えてい

ただきたい。 

   事務局：わかりました。 

  (4) その他 

・「救給カレー」について 

   事務局：救給カレーを試食していただき、導入について説明 

    ① 導入時期は、平成 31 年度 4 月とし、児童・生徒数等に応じて購入し、保管場所は各学

校とする。 

② 購入費の負担者等（250ｇは 310 円、150ｇは 240 円で、総額百万円弱） 

      (案)１ 当初導入は、市費で行い、その後の補充は、保護者負担 

      (案)２ 年度当初購入及び補充購入も、保護者負担とする。 

    ③ 使用・利用方法 

     ・使用時期は、防災教育等を鑑み、ア．9 月の防災の日付近、イ．台風シーズンが過ぎ

た後（11 月頃）、ウ．東日本大震災にあわせ 3 月の上旬、のいずれか一日とする。使

用後に、保護者負担で補充購入する。 

    ④ その他 



     ・年度当初の購入を保護者負担とした場合、学期末に児童・生徒に配布し、家庭で、試

食できるようにする。 

    委員意見 

     ・あまりおいしくない。温められないか。 

       → 電気、ガス、水道が途絶えた中で使用するので、温めては意味がなくなる。 

     ・子供たちの試食の日は、救給カレーだけですか。 

       → 救給カレーと牛乳等をつけるつもりです。 

    委員長とりまとめ 

次回の運営委員会までに、購入費や使用時期などを確定し、事務局案として、次回の

運営委員会に提案してください。  

                                    14:30 分 終了 


